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研究成果の概要（和文）：　本研究は大学教育の質保証の一環として、自己調整学習に必要な自己教育力を育成
するための指標を作成した。自己メタ認知の指標として、学習に対する意識(学修観)を尺度化した。学修観と
は、精神的回復力(レジリエンス)(小塩)、学習動機(市川)、学習方法(市川)の質問紙から抽出された三つの要因
である。
　これらを、「考えようとする気持ち」、「行動しようとする気持ち」、「認められたいという気持ち」と名付
けた。青年期である大学生の自己教育力を育成する、自らの変化を知る指標として活用した学修観ポートフォリ
オをシステム化し、その運用と評価を試みた。 

研究成果の概要（英文）：　This research made scales on learning concepts of university students. The
 aim is the growth of student's learning concept of their self-educational ability. The primary 
research identified that the learning concepts consisted of three questionnaires regarding 
resilience, learning motives, and learning strategies. In the second research, learning concepts are
 collected from various university students. 
　The results indicated three important factors, which I have named "try to think the reason ","try 
to do", and "need for social approval". These factors allow the students to recognize themselves in 
adolescence, and the feedback will be obtained. This activity helps to improve their Self-Regulated 
Learning. Using these self-evaluations of each life event, this activity helps the students improve 
their meta-cognitive self-education abilities.

研究分野：情報学フロンティア

キーワード： 学修観　メタ認知　自己教育力　ポートフォリオ　考えようという気持ち・力　認められようという気
持ち・力　行動しようという気持ち・力　学習者特性
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 大学での学業を完遂せず，退学してしまう
学生の割合が理系，特に工学部では高い．そ
こには，理系学部における学業を進めるにあ
たってのさまざまな課題がある．一般には体
系化された学習に基づく基礎学力の重要さ
が求められているが，筆者が退学・休学相談
としての面談を 5 年間にわたって年間 1000
件実施した結果から，学力以外のさまざま要
員が絡み合っての結果であることがわかっ
た．そこで，学習動機と学習方法(市川)と精
神的回復力(小塩)の尺度をもとに，質問紙を
作成し，調査を実施した．この結果から，3
つの要因を抽出し，因子 1「考えようとする
意識の度合い」因子 2「行動しようとする意
識の度合い」因子 3「まわりの評価を気にす
る意識の度合い」と名付け，それらの要因が
学生の属する集団の平均と比して高い(H)，
低い(L)と分類することで，学習者特性 8タイ
プに分類した． 
   表 1 定義した 8タイプ 

タイ

プ 

因子

1 

因子

2 

因子

3  

因子

1 

因子

2 

因子
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LLL 低 低 低 LLH 低 低 高 

HLL 高 低 低 HLH 高 低 高 

LHL 低 高 低 LHH 低 高 高 

HHL 高 高 低 HHH 高 高 高 

高い/低いのしきい値は平均点を使用 
 
２．研究の目的 
 本研究では，青年期後期の大学生が大学で
の 4年間の生活の中で，青年期の発達課題と
向き合いながら，社会に出ていくための自己
を見つめ，生涯にわたって自分を教育してい
く力を身に付けるためのメタ認知能力を養
う指標を作成し，活用することを目的とした． 
 進級，インターンシップなどのさまざまな
ライフイベントの機会に，フィードバックを
し，自分の学びを振り返る機会を得，自己教
育力を涵養する機会とすることを継続的に
行うとした． 
 さらに，卒業後も継続的に調査を行うこと
で，ロールモデルの生成も行おうと試みた． 
 
３．研究の方法 
本研究では (1)心理学的な尺度を採用し
た学習者特性を定義し，(2)この学習者特性
を診断しその場で可視化できる情報システ
ムを構築した．システムのベースには，e ラ
ーニングシステムとデータ連係可能なeポー
トフォリオシステムを用いて，診断→可視化
の流れを授業の中で即時に・その場で行える
ようにした．加えて診断結果を eポートフォ
リオシステム上で経年的に可視化できるよ
うにした．これにより実現できる診断・可視

化サービスについても検討し，運用を通じて
学生・教員の 2つの利用者の観点からシステ
ムを評価した．これにより，学習者特性の診
断・可視化サービスの実用性について検討を
図った． 
表 2  タイプごとのコメント例（抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
上述したシステムによる診断・可視化サー
ビスの運用評価として，A 大学のキャリア教
育科目の授業で診断・可視化サービスを運用
した結果を述べる．2013 年度，2014 年度に
学部 1〜2 年生を対象に行った．受験者は各
回ともに PC 教室で同時に診断テストに取り
組んだ．診断テストの制限時間は 30 分とし
た． 
調査対象：2013 年度の診断テスト受験者
（有効回答者数：1 年生 176 名，2 年生 187
名） 
調査項目：Q1．自分の特性について意外だ
と思うものはあったか Q2．診断結果のどの部
分を自己評価の参考にしたか Q3．診断テス
ト後，その場で学習者特性の診断結果を確認
して自身を振り返られることはどう役立つ
か（2 年生のみ）Q4．前年度の結果と今回の
結果を比較し，新たに気づいたことはあるか
（2年生のみ） 
留意点：Q3 では，受験者は前年度に紙ベー
スで（診断に 1ヶ月程度かかる形で）学習者
特性の診断を受けている．Q4 では，この前年
度の診断結果も可視化機能で表示できるよ
うにしている． 
Q1 の結果では，学生の過半数が自身の診断
結果について意外だと感じている部分があ
ることが分かる．Q2 の結果では，本研究で作



成した意識の度合いやアドバイスが自己評
価の中で特に参考にされている．Q3 の結果で
は，多くの学生が診断後に速やかに学習者特
性な回答として，回答理由のコメントを調査
したところ「自分を客観的に判断できる」「コ

ンピュータが客観的に診断してくれるので
良い」などの客観性に利点を感じる意見（17
件）や，「Web で手軽に結果がでるので良い」
「結果がわかるのでやりがいがある」などの
手軽に結果がすぐに可視化される診断方法
であることに利点を感じる意見（8 件）が挙
げられた．Q4の結果では，過去の診断結果か
ら何らかの自身の変化を確認できた学生が
いることが分かる．可視化されることに肯定
的な意見を持っており，特に診断テストの回
答時の心境も意識した自己省察に利点を感
じている． 
以下に，2014 年度の調査について記す． 
調査対象：2014 年度の診断テスト受験者
（有効回答者数：1 年生 159 名，2 年生 148
名） 

調査項目：Q5．自分の特性について意外だ
と思うものはあったか Q6．自分の特性を理
解しようとした際に，意識の度合いとレーダ
ーチャートを比べて，どちらの方が理解しや
すいか Q7．前年度と今回の結果を比べ，新
たに気づいたことはあるか（2年生のみ） Q8．
自身の結果と比較したい他者の情報は何か
（複数回答可） 
留意点：より正確な調査を狙い，Q1 と同じ
設問である Q5 には「わからない」という選
択肢を追加した 
調査結果の後半を図1に示す．Q5の結果は，
自身の診断結果に意外だと感じた学生がい
る一方で，その分布がQ1とは異なっている．
Q6 の結果では，学生は学びのタイプと 13 側
面に対して，学年によって理解しやすさの感
じ方に差が出ている．Q7 の結果では，過去の
診断結果から自身の変化を確認できた学生
はいるものの，その人数は Q4 と比べて減少
している．Q8 の結果では，1年生よりも 2年
生の方が，より学外の学生との比較を求めて
いることが分かる． 
これらの結果から，より広範に大学間での
実施，データの蓄積を行った．さらに社会人
基礎力の調査として実績がある、PROG 調査を
同じ学生群に行い，その結果を学生にフィー
ドバックをすることで，両者の調査をより学
生の成長に役立てようとしている． 
 
注 各因子の名前は論文筆頭者の実施状
況によって若干の変更がある。 
因子 1 考えようという力/気持ち 
因子 2 行動しようという力/気持ち 
因子 3 認められたいという力/気持ち 
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